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特定非営利活動法人
輝く猪苗代湖をつくる県民会議

理事長　藤田　　豊（土木 20 回卒） 

猪苗代湖が昨年 7 月、ラムサール条約湿地として承認
登録されたという知らせは、恩恵を受けている私たちに
とってはもちろん、多くの校友の皆さまにとっても誇ら
しい出来事であったのではないでしょうか。しかし、こ
の登録は決してゴールではありません。むしろ、世界か
ら「この湖を託された」という、新たな責任の始まりで
あると私たちは受け止めています。

本湖は、福島県のほぼ中央に位置し、秀峰の磐梯山を
背景とした極めて美しい景観を有する清澄な湖で、治水・
利水・環境の機能を持っております。古くから自然とと
もに地域の人々の暮らしを支え、特に明治以降の安積疏
水の開削は、郡山市の発展や農業、生活用水の確保に大
きく寄与してきました。現在もなお、本湖の清澄な水は
地域の礎となっております。

一方で、猪苗代湖の水質は平成 8 年頃から徐々に変化
し始めました。かつて湖心の水素イオン濃度は pH5 程度
の酸性でしたが、次第に中性化が進み、現在は pH6.8 と
なっています。それに伴い生物多様性は実現されました
が、COD（化学的酸素要求量）は、平成 4 年から 7 年
にかけて環境省の評価で 0.5mg/L と全国一位の清澄さを
誇っていたものが、現在は 1.6mg/L へと徐々に上昇し、
全国的な順位は大きく下がりました。

こうした状況に危機感を抱き、平成 26 年、日本大学名
誉教授である中村玄正先生を中心とした有志により、私
どもの NPO 法人が設立されました。活動目標は四つの柱
から成り立っていますが、特に力を注いでいるのが県民
参加による水質改善活動です。種々の調査の結果、水質
汚濁の一因が、湖北部の浅水域に繁茂する水草であるこ
とが判明しました。水草は生育中には水質浄化に寄与し
ますが、問題は枯死後です。とりわけ西風が卓越する 9
月末から 11 月上旬にかけて東岸へ漂着し、除去しないと
そのまま腐敗することで、水質汚濁を引き起こします。

このため、県および周辺二市一町と連携し、ボランティ
アの皆さまの協力を得て、漂着水草の回収・湖外除去を
継続して実施しています。活動は、会員の会費、企業・
個人からの寄付金、各種助成金に支えられており、心よ
り感謝申し上げます。

この度のラムサール条約登録を契機に、本湖は「世界
の猪苗代湖」として、国内外から訪れる人々を迎える存
在となりました。当法人としても、その責任の重さを深
く自覚し、関係自治体、支援団体、ボランティアの皆さ

まとともに、緊張感をもって活動を続けてまいります。
また、次代を担う若い世代へ、より美しい姿のまま湖を
引き継ぐことも重要な使命です。

ラムサール条約は 1971 年、イランのラムサール市で
採択され、「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地」
の保全と「賢明な利用」を目的としています。日本では
これまで 55 か所が登録されており、猪苗代湖は福島県で
は尾瀬に次いで 2 例目となります。

私ども NPO は今後、小中学生や高校生を対象とした
環境教育や体験活動にも力を入れ、生物多様性の視点か
らも「湖を守る人材の育成」にも取り組んでまいります。
100 年後も語り継がれる湖であること、それこそが最大
の環境保全であると考えています。

結びに、校友の皆さまにはぜひ一度、世界の猪苗代湖
を訪れていただきたく存じます。来県の折には、会津地
域の歴史や裏磐梯の自然に触れ、白鳥丸で湖上からの景
観を楽しまれることを願っております。また、当 NPO へ
のご意見・ご提案を、ぜひホームページまでお寄せくだ
さい。

■ホームページ：
https://
inawashiro-mizukankyo.com/

校友の皆さまへ校友の皆さまへ
～猪苗代湖のラムサール条約～猪苗代湖のラムサール条約
　　　　　　　　湿地承認登録～　　　　　　　　湿地承認登録～

漂着水草（天神浜）

ヒシ回収活動（白鳥浜）

ドローンによる北部水域全景
(ヒシ群の繁茂状況)

静謐を湛える猪苗代湖の夕暮れ 磐梯山を遠景に望む“しぶき氷”

ボランティアの方々による
漂着水草回収作業
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作編曲家、指揮者、音楽芸術学博士
ウィットマン大学音楽学部客員助教授

渡邉　　晋（電気 43 回卒） 

皆様こんにちは。私は主にジャズや管弦楽、吹奏楽の作
曲や編曲といった音楽制作や演奏活動を行いつつ、現在は
ワシントン州ワラワラ市にあるウィットマン大学というリ
ベラルアーツカレッジで音楽教育に従事しています。

小学校５年生時にトランペットの演奏を始めて以来、
中学高校では吹奏楽部に、工学部ではモダンジャズ研究
会に参加して、音楽中心の学生生活を過ごしました。工
学部を４年と半年掛けて卒業後、縁あって某有名ジャズ
バンドの音楽事務所に入所し音楽ビジネスの現場に触れ
つつ、何年かの準備期間を経て、99 年１月にマサチュー
セッツ州ボストン市にあるバークリー音楽大学へ入学す
るため渡米しました。バークリーでは最高の環境で音楽
教育を受け、２年と半年で２つ目の学位を取得し、後に
ニューヨーク市立大学とネブラスカ大学の大学院で修士、
博士を取得しました。

渡米以来北米在住ですが、一時帰国の折には、主宰し
ているジャズオーケストラ「東京ブラスアートオーケス
トラ」で公演や録音を行ったり、マスタークラスやバン
ド指導といった活動もしています。建築学科を卒業後日
本で研鑽を重ね、ベース奏者として大活躍されている西
嶋徹氏は、学年が一つ後輩にあたり、25 年ぶりに共演を
果たしたのは大きな喜びとなりました。

2020 年には世界初の試みとして、日本の雅楽に使われ
る笙（しょう）という楽器をフューチュアした「笙とジャ
ズオーケストラの為のコンチェルタンテ」という作品を
制作、日本を代表する現代笙奏者である真鍋尚之氏を招
聘して、ネブラスカ州リンカーン市で初演しました。近
年では前職アーカンソー大学にて同僚であったジャズギ
ター奏者の Jake Hertzog 氏と「オザーク協奏曲：ジャ
ズギターとオーケストラの為に」を共同制作、初演、録
音し、ニューヨークの ZOHO Music というレコードレー

北米大学で北米大学で
ジャズを教えるジャズを教える

東京ブラスアートオーケストラ
前列１番左が私、その後ろがベース奏者で校友の西嶋徹氏(建築44回)

2024年４月アーカンソー大学芸術センターにてオザーク協奏曲を世界初演

ベルから昨年の春に発売されました。
さて、ウィットマン大学があるワラワラ市は、州都シ

アトルから車で４時間程の距離で、オレゴン州との境界
に接した州南東部に位置し、年間を通じて日照時間が長
く降水量の少ない気候はぶどうの栽培に適しており、ワ
インの生産が大変盛んで、人口は３万人程度と小さいな
がらも活気のある良い町です。1859 年に神学校として開
学されたウィットマン大学は、1882 年に４年制大学とな
り、現在は学生数 1,500 名、教員数 200 名といった規模
の私立大学です。2024 年の夏から客員助教授として着任
し、３つのジャズアンサンブルと吹奏楽のクラスに加え
て「音楽理論」や「ジャズ史」、「ジャズとメディア」といっ
たクラスを担当しています。

多くの北米大学では、社会科学や理工学等を専攻する
学生であっても、音楽を含む芸術系のクラスを履修する
ことができ、実際私のクラスには多くの音楽専攻以外の
学生がいます。そういった若い世代の人々にとって、芸
術や文化を学ぶ機会が如何に大切であるかということを、
今まで以上に強く感じています。

アメリカが生んだ最大の芸術文化の一つであるジャズ
という音楽は、20 世紀初頭に生まれた後、様々な影響を
受け、与えつつ発展を続けてきました。その歴史はアメ
リカ近現代史そのものであり、私が体験してきた過去 25
年程の間だけでも、実に多くの歴史的出来事が起き、音
楽とそれを取り巻く政治、経済、社会、教育環境は大き
な変化を遂げてきました。

そういった中、ジャズや音楽を学ぶということは、単
にそのスタイルや技法を習得するだけでなく、芸術や言
語、歴史を知ることを通じて、それらに関わった沢山の
人々の足跡を辿ることであり、他文化や異なった価値観、
倫理観に関心を持ち、理解尊重できる人間性を育んでい
くことに他なりません。これこそが、真にリベラルアー
ツ教育の目的であり、日本人である私がその職を任され、
責任の大きさと学生達と共に学ぶ時間の尊さを感じなが
ら、充実した日々を過ごせることは、誠に幸せなことで
あると思うのです。
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北海道芦別市　市長
北村　　真 （土木 50 回卒） 

「星の降る里」の市長として 「星の降る里」の市長として 

皆様こんにちは。北海道芦別市で市長を務めております北
村真と申します。２０１５年の統一地方選挙で市議会議員に初
当選し、その後、三期目の途中で市長選に挑戦し、無投票に
て当選の栄を浴し、２０２５年２月２６日に就任いたしました。
市長に就任して一年が経とうとしておりますが、その間、市政
の重さと向き合う日々の連続であり、地域の未来を託される
責任に身の引き締まる思いを抱きながら日々の業務にあたっ
ています。人口減少や産業転換など、地方都市特有の課題は
決して軽いものではありませんが、だからこそ、一つひとつの
判断が市民生活へ直結し、その分やりがいも大きいと感じて
います。

■大学時代の思い出
私が日本大学工学部土木工学科へ入学したのは１９９８年

の春でした。右も左もわからない地方出身者としての不安は
ありましたが、大学生活はとても刺激的で、多くの出会いと
学びに満ちていました。土木工学科は実習が多く、単位も取
りづらく、厳しい環境の科であることを先輩から教えていた
だいておりました。特に印象に残っているのが測量の実習や
合宿です。校内や山林を舞台に、測量機器を担ぎながら仲間
と歩き回りました。角度や距離を測り、その後の計算を行い
図面に落とし込む際、なかなか思うような結果にならず、測
量や計算を何度もやり直すことも何度もありましたが、その
過程で培われた忍耐力や協働の精神は、今も私の原点として
大切にしています。

学業のほかでは、高校時代から続けていましたラグビー部
に所属しておりました。厳しい練習の日々で、仲間と信頼し合
い、一つの目標に向かって団結する経験ができたことは、社
会に出てからも大きな財産となっております。試合後に泥だら
け、傷だらけでの身体で仲間と語り合ったり、先輩方に厳し
いご指導をいただきながら行った反省会の時間などは、懐か
しい思い出とともに今も脳裏に浮かびます。さらにありがたい
ことに、当時の先輩・同期・後輩とは今でもたまに会うなど
の関係が続いており、忙しい日々の中で互いの近況を語り合

北海道市長会総会での市長就任挨拶時の様子

髙橋慶彦さんとの稲刈り
※本市の出身で、元プロ野球選手で広島東洋カープなどで活躍された髙橋慶彦さんを、

「星の降る里あしべつ応援大使」として委嘱しております。

う時間は、私にとって大学時代を思い出し、当時の関係性に
戻れる大切な心の拠り所です。

大学時代のこうした経験は、現在の市政運営において大き
な支えとなっています。土木工学で学んだ“地域を支える基盤”
の考え方は、まちづくりの本質を理解する上で重要な視点で
す。そしてラグビーで培った “ 前へ進む力 ”と “ 仲間と支え合
う姿勢”は、困難に直面する場面で私を奮い立たせてくれます。
■芦別市の紹介

芦別市は北海道のほぼ中央に位置し、雄大な自然に囲まれ
たまちです。かつては炭鉱のまちとして大きく発展しましたが、
閉山後は人口減少や産業の空洞化など厳しい時代を経験して
きました。しかし、その一方で、豊かな自然環境と温かい市
民の気質は変わらず、まちの大きな魅力として息づいています。

芦別市は「星の降る里」というキャッチフレーズを掲げてい
ます。夜空いっぱいに広がる満天の星は、市内外の人々を魅
了し、今では観光の大きな柱の一つにもなっています。また、
市内には温泉、豊かな森林など、多くの自然資源があり、四
季を通じて楽しめる地域です。また中山間地域という環境の
中でお米やメロンなど高品質な農産物が生産されており、昨
年開催された第６４回農林水産祭において、お米の輸出など
を手掛ける地元の農業法人が多角化経営部門で天皇杯を受
賞するという、芦別市にとって大変栄誉ある出来事もありまし
た。

これからも、限られた財源の中でも市民の暮らしを守り、
子どもたちの未来をより良いものにするために、小さな自治
体だからこその市民と行政が近い距離で向き合いながら、地
域の未来をつくっていけるまちづくりを進めていきたいと考え
ております。
■おわりに

振り返れば、将来の姿など何も見えていなかった学生時代
でしたが、目の前の学びや仲間との時間に全力で向き合った
日々が、今の自分を支えています。日本大学で過ごした時間は、
立場や肩書きが変わった今も、私の原点であり続けています。
在学生の皆さんには、ぜひ今しかない大学生活を大切にし、
それぞれの道へと力強く歩んでいってほしいと願っています。
また、これからも、芦別市を日本だけでなく世界からも「選ば
れるまち」「誇れるまち」にするため、誠心誠意、市政運営に
あたりたいと考えておりますので、皆様におかれましても芦別
市を知っていただき、訪れていただけたら幸いに存じます。
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はじめに
校友の皆さま、本年もどうぞよろしくお願いいたします。
昨年も、ロハス工学に関する研究・教育・地域貢献の取

り組みは、着実に前進させることができました。その結果、
ロハス工学の活動は一つの安定期に入ったものと受け止め
ています。これは、ロハス工学が目指してきた「健全で持
続可能な状態」に確実に近づいていることを示すものと言
えるでしょう。本報では、この 1 年間に取り組んできたロ
ハス工学の活動についてご紹介いたします。

ロハスの森「ホール」の運用
令和元年東日本台風で被災したロハスの家群跡地に整備

されたロハスの森「ホール」は、整備段階を終え、現在は
運用段階へと移行しています。特に、学生から本施設を
活用したいとの要望が数多く寄せられたことを受け、オー
プンキャンパスや北桜祭などの各種イベント時に開放し、
コーヒーや軽食を楽しみながら施設の雰囲気を体感しても
らう機会が増えてきました。

昨年末には、学生運営による期間限定カフェが開設され、
多くの学生で賑わいました（写真参照）。カフェでは、「ロ
ハスの畑プロジェクト」を通じて収穫されたサツマイモを
用い、学生が企画・調理したスイートポテトが提供され、
大きな成果を上げることができました（写真参照）。

これらの取り組みは、主に学生側からの提案を起点とし
て実現したものであり、学生主導型ロハス工学の望ましい
姿を示す好例と言えます。今後も、このような活動を積極
的に後押しし、次年度以降の「ホール」の本格運用へとつ
なげていきたいと考えています。

書籍『ロハス工学』増補改訂版の発刊に向けて
工学部では、研究・教育のスローガンとして「ロハス

工学（LOHAS Engineering）」を掲げてから、四半世紀
を迎えました。ご存知の通り、LOHAS とは Lifestyles of 
Health and Sustainability（健康で持続可能な生活様式） の
略語であり、現在では社会に広く浸透した概念となってい
ます。本学部では、この考え方をいち早く教育・研究の柱
に据え、実践を積み重ねてきました。

その成果として、2019 年 2 月 25 日に『ロハス工学』
初版を刊行しました。それから 7 年が経過し、社会情勢や
技術環境が大きく変化する中にあっても、研究は着実に進
展し、新たな知見や実践事例が数多く蓄積されてきました。
こうした背景を踏まえ、このたびロハス工学に基づく最新
の研究成果や知見を加えた『ロハス工学』増補改訂版を発
刊する運びとなりました。

思い返せば、この 7 年間で本学部およびロハス工学を取
り巻く環境は大きく変化しました。2019 年 10 月に発生
した令和元年東日本台風（台風 19 号）では、日本大学工
学部キャンパスが広範囲にわたり浸水する甚大な被害を受
けました。ロハスの家群も浸水被害を免れることができず、
やむを得ず解体・撤去することとなりました。

そのような中、本学部は被災直後から郡山市と連携し、
「キャンパス強靱化プロジェクト」を立ち上げました。本
プロジェクトでは、浸水被害の実態把握や発生メカニズム
の解明に加え、学生の避難行動パターンの分析、キャンパ
ス内における避難所設置の具体策などについて研究を進
め、その成果を 2020 年開催の「第 9 回ロハス工学シンポ
ジウム」において発表しました。

さらに 2020 年初頭からは、新型コロナウイルス感染症

日本大学工学部が推進する産学官連携活動　その９日本大学工学部が推進する産学官連携活動　その９

日本大学工学部
工学研究所長兼ロハス工学センター長

土木工学科 教授　　岩城　一郎

ロハス工学の歩みと展開ロハス工学の歩みと展開

ロハスの畑プロジェクトを通して収穫されたサツマイモを用いたスイートポテト

学生運営による期間限定カフェ



校 友 会 報  第89号 21

（COVID-19）の感染拡大という未曾有のパンデミックに
直面しましたが、本学部ではロハス工学に基づく研究と実
践を止めることなく推進してきました。「ロハス工学セン
ター」を設置し、その中で「ロハスの家群跡地再生プロジェ
クト」を始動させました。

教職員のみならず学生も参加するワークショップを重ね
ながら、「ロハス工学」を体感できる新たな研究・交流拠
点のグランドデザインを構築しました。その結果、日本大
学工学部キャンパス内の一画を「ロハスの森」と命名し、
本学部・浦部智義教授、はりゅうウッドスタジオ・滑田崇
志氏をはじめとする多くの関係者の尽力により、ロハスの
森「ホール」が完成しました。あわせて周辺環境の整備も
進められており、学生・教職員のみならず、地域に開かれ
た場としての活用が期待されています。

本書は、日本大学工学部の各専門分野の研究者が、ロハ
ス工学のさらなる発展に資する研究成果を取りまとめたも
のです（表参照）。

改訂版「ロハス工学」目次案

はじめに コラム
第1編 序論 ・天草インターンシップ
第2編 ロハス工学の役割 ・地域連携における場づくり
１章 ロハスと土木 ・デジタルツールを活かした諸活動
２章 ロハスと建築 ・機械工学モノづくり工房
３章 ロハスと機械 ・エネルギーコンテスト
４章 ロハスと電気・電子 ・ロハスの箱庭
５章 ロハスと化学・バイオ ・日本のエネルギー問題
６章 ロハスと情報 ・猪苗代湖の水質
７章 ロハスと再エネ ・情報ソフトウェア作品コンテスト

・小学生向けプログラミング教室
第3編 ロハス工学の実践 ・地域のインフラはみんなで守る
１章 ロハスの森ホール
２章 ロハスのトイレ おわりに
３章 古川池
４章 ロハスの光
５章 ロハスのソフトウェア
６章 ロハスと地域
７章 医療

第 1 編では、ロハス工学の礎を築かれた加藤康司先生に、
その歴史と意義を俯瞰的にご執筆いただいています。第 2
編では、「ロハスと土木」「ロハスと建築」「ロハスと機械」「ロ
ハスと電気・電子」「ロハスと化学・バイオ」「ロハスと情報」

「ロハスと再生可能エネルギー」といった分野ごとに最新
の研究成果を整理し、ロハス工学の具体的な役割を示しま
した。

第 3 編では、ロハスの森「ホール」の詳細に加え、「ロ
ハスのトイレ」「古川池」など、教育・研究・社会実装が
結び付いた具体的な取り組みを紹介しています。さらに、
熊本県天草における地域づくりや、医療の視点からロハス
の概念を具現化する実践についても取り上げました。また、
各章の間には多くの研究者や学生によるコラムを配置し、
ロハス工学の広がりと多様性を伝えています。

人口減少社会を迎える日本が、今後も健康で持続可能な
社会であり続けるためには、一人ひとりが自らの役割を考

え、主体的に行動していくことが不可欠です。本書が、中・
高校生、大学生、大学院生をはじめとする次世代を担う方々
にとって、その第一歩となることを願っています。最後に、
本書の刊行にあたり、ご協力いただいた日本大学工学部内
外の多くの関係者の皆さまに、心より感謝申し上げます。

『日本のインフラ危機』の発刊
私事ではありますが、単著『日本のインフラ危機』を、

昨年 12 月 25 日に講談社現代新書より刊行しました。本
書は、私が日本大学に赴任して以来、20 数年にわたりイ
ンフラメンテナンス研究に携わる中で蓄積してきた知見を
余すところなくまとめたものであり、集大成と位置付けら
れる一冊です。その根底には、ロハス工学の思想が一貫し
て流れています。

本書では、インフラや土木といった市民にとって分かり
にくいテーマについて、新書という幅広い読者層に届く
媒体を通じて、その現状と将来像、そして解決策を伝え
ることを目的としています。年明け以降は、新聞・雑誌・
YouTube・ラジオなど、さまざまなメディアを通じて PR
に努めており、一定の手応えを感じています。

こうした PR 活動を進める中で改めて実感するのは、市
民がインフラや土木について驚くほど知らないという現実
です。これは、私たち研究者・技術者が、インフラや土木
の重要性を市民に向けて十分に発信してこなかったことの
裏返しでもあります。

現在、日本全体の人口減少、とりわけ地方における少子
高齢化の加速は、大学教育にも顕著な影響を及ぼし始めて
います。本学部もその潮流の中にあると言ってよいでしょ
う。この状況を打開するためには、学部を挙げた広報活動
が不可欠である一方、工学の重要性と魅力を、さまざまな
媒体を通じて市民に伝えていく努力を怠ってはなりませ
ん。私は、自身の専門分野であるインフラや土木、そして
ロハス工学を市民に伝える役割を強く意識し、微力ながら
残りの教員生活を全うしたいと考えています。

おわりに
ここでは書き尽くせませんでしたが、ロハス工学に関す

る取り組みは、「ロハスの〇〇プロジェクト」といった形で、
本学部の教職員のみならず学生の間にも着実に広がりを見
せ、市民の皆さまからも徐々に認知されつつあると感じて
います。

こうした流れを、校友の皆さまのお力添えをいただきな
がらさらに発展させ、最終的には「ロハス工学」を、16
学部と 1 短期大学から構成される日本大学のスケールメ
リットを生かし、「ロハス学」へと発展させていくことが、
私の悲願であり、本学部の目指すべき姿であると考えてい
ます。

本年も、皆さまの変わらぬご支援とご協力を賜りますよ
う、何卒よろしくお願い申し上げます。

参考資料：
https://www.instagram.com/
nihonuniv_kougakubu/
https://www.kodansha.co.jp/book/products/
0000421905
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若葉マーク　頑張り記

音楽都市こおりやまでの市民活動

私は現在、株式会社クレスコに入社し、ソリューション開発に
関わる業務に携わっています。工学部で情報系を学び、システ
ムエンジニア（SE）として社会に出て一年目を迎えました。学
生時代は「SEといえば、ひとつのシステムを長期間かけてじっく
り作り込む仕事」というイメージを持っていました。腰を据えて
設計し、機能を少しずつ改良していくような働き方を想像してい
たのです。

しかし実際に配属されてみると、そのイメージは良い意味で
大きく裏切られました。私の所属する部署では、短期間で開発し、
短期間で納品することが多く、長くても二か月、短いものでは
一か月に満たない期間で開発を行うこともあり、この一年で触
れた技術分野は想像以上に幅広いものでした。最初の印象とは
180 度、いや360 度違う環境でしたが、「0 から1を作ること」
が好きな私にとっては、とても刺激的で面白い職場です。

そんな中、入社してまず強く感じたのは、学生時代との「責
任の重さ」の違いです。学生の頃は自分の課題が中心でしたが、
仕事では自分の作業一つひとつがチームやお客様につながって
います。自分では理解しているつもりでも、相手に正確に伝わら
ないことも多く、「伝える力」の難しさを日々痛感しています。

私は昭和 52 年に工業化
学科（現生命応用化学科）
を卒業しました。学生時代
は吹奏楽部に所属していま
した。当時は就職難で初年
度は民間会社を転々とし、

不安を感じる日々に公務員には憧れても採用は夢の夢でし
た。そんな時、父の同僚が市の採用試験の願書を持って来
られ、無下にもできず受験したところ幸運にも合格。大学
で学んだ知識を活かせる職種（水道局）にも就くことがで
きました。採用後十数年は悩みもありましたが、癒してく
れたのは家族や音楽と演奏する仲間でした。オーケストラ
や吹奏楽などの演奏会はプロ・アマを問わず開催されてい
ますが、室内楽の演奏会となるとその名曲の数と比べても
少ないと感じ、フルート・クラリネット・サックスの３人
で平成４年に「郡山室内楽興会」を結成しました。「協」
ではなく「興」としたのは、「室内楽の演奏会を興す」「興

また、IT 業界では在宅勤務な
ど多様な働き方が広がっています
が、私はできるだけ出社し、対面
でのコミュニケーションを大切にし
ています。何気ない雑談の中から
学ぶことも多く、他部署の方とも
自然と関わる機会が増え、直接顔を合わせて話すことの大切さ
を実感しています。昼休みにキッチンカーや周辺の飲食店を巡っ
たりすることも、社会人生活の小さな楽しみです。人とのつな
がりが希薄になりがちな時代だからこそ、こうした時間の価値
をより強く感じるようになりました。

この一年を通して実感したのは、「SEとは作り続ける人ではな
く、変化に対応し続ける人なのではないか」ということです。決まっ
た技術を使い続けるのではなく、必要になった技術を自分から
学びに行く姿勢が常に求められます。今後は、「この分野なら栃
本に聞けば分かる」と言ってもらえるような、自分なりの強みと
なる技術領域を一つ持つことを目標にしています。

これから社会に出る後輩の皆さんには、学生のうちに多くの
ことに挑戦してほしいと思います。失敗も遠回りも、すぐには意
味が分からないかもしれませんが、その経験は必ずどこかで自
分の力になります。私自身、学生時代の試行錯誤や人とのつな
がりが、今になって思いがけない形で仕事に活きています。社
会人一年目の「若葉マーク」だからこそ、素直に学び続ける姿勢
を忘れず、これからも一歩ずつ成長していきたいと思います。

味をもって欲しい」という意味を込めました。私は会代表・
クラリネットを担当、メンバーには工学部同期の渡辺雄一
君（フルート：建築 25 回）も参加しており校友のつなが
りを大切にしています。会結成３年後には入場無料の「日
曜夕べのリサイタル」を年３～４回のペースで郡山市公会
堂をメイン会場に開催し、近年活動が評価され郡山市市民
活動顕彰事業である「まちづくりハーモニー賞（令和 5 年
度：市民活動実践部門）」をいただく栄誉と、令和 7 年９
月には、三味線演奏者のゲ
ストも招いて 100 回目のリ
サイタルを迎えることがで
きました。ひとつの節目を
迎えましたが、多くのお客
様と賛助出演してくださっ
た方々に感謝しながら、来
る３月１日には 101 回、７
月５日は 102 回目を予定し
ています。これからも郡山
室内楽興会
をよろしく
お願いしま
す。

株式会社クレスコ システムエンジニア
栃本　　涼（情報 27 回卒）

武田　洋之（工化 25 回卒）

「社会人一年目」に思うこと「社会人一年目」に思うこと

～100回目を迎えた郡山室内楽興会～100回目を迎えた郡山室内楽興会
　　　　　「日曜夕べのリサイタル」～　　　　　「日曜夕べのリサイタル」～

リサイタルの様子

メンバーと（左端：渡辺雄一）楽興会ホームページ
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⃝齋藤正美様（建25・石巻市長）
母校を訪ねる会抽選会景品（かまぼこ詰合せ）として

株式会社白謙かまぼこ店を、学生食堂特別提供メニュー
（さんま定食）として株式会社ヤマホンベイフーズをそ
れぞれご紹介いただきました。

⃝上田勝様（土28・九州支部長）
母校を訪ねる会協賛品として「佐嘉酒造　日本酒 2

ダース・焼酎 1 ダース」をご提供いただきました。

⃝脇山亨治様（建29・
　RFG地域みらいグループ「佐嘉酒造㈱」・㈱北洋建設）

母校を訪ねる会協賛品として「佐嘉酒造　焼酎 1 ダー
ス」をご提供いただきました。

⃝渡辺潤様（機55・株式会社あぶくまビール）
母校を訪ねる会懇親会場にてクラフトビールをご提供

いただきました。

校 友 会 N E W S

各種イベントご協力の御礼

支援項目 内　容

学生支援 開講式での昼食・弁当代支援

卒業研究発表後の懇親会費用支援

学生食堂での食材購入支援及び特別メニュー（R7はさんま定食）の提供

リーダーズキャンプの開催費用補助

「校友会賞」の表彰
（体育会・学文連・北桜祭実行委員会・オープンキャンパス実行委員会の各委員長等）

ロハスの森カフェ「イルミネーション」費用支援

課外活動支援 体育会・学文連所属のサークルへの「課外活動支援金」

北桜祭支援 閉祭式での打ち上げ花火費用支援

新☆エネルギーコンテストでの校友会賞表彰

記念品の贈呈 入学及び卒業記念品の贈呈

卒業式関連 学位記授与式及び卒業記念パーティー会場費支援

就学支援 経済的理由で就学困難となった学生・大学院生への経済的支援（給付型奨学金）

就職支援 就職指導課との連携で学生向けに校友企業の求人情報を提供

教員採用試験受験学生への交通費支援

卒業後、教職に就く卒業生（新卒者）への「教諭奨励賞」の贈呈

学術研究発表支援 学術研究報告会にて発表を行う校友に対して「発表支援金」を支援

学術研究報告会会場にカフェコーナーを設置し来場者にコーヒーを提供

大学院生への学協会出席の交通費補助

母校を訪ねる会及び学生食堂特別提供メニューに対して以下の校友の方々にご協力いただきました。厚く御礼申し
上げます。

校友会支援一覧　　校友会では以下の支援を行っています。
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令和８年度  通常総会通知
本会会則第 11 条により、日本大学工学部校友会令和８年度通常総会を下記の通り開催いたします。皆様
には年度始めにあたりご多忙中とは存じますが、万障お繰り合わせの上、多数ご出席くださいますよう、
御通知申し上げます。
１．日　時／令和８年４月 25 日㈯　13 時より
２．場　所／日本大学工学部 50 周年記念館　３階
３．議　題／⑴ 令和７年度会務報告および決算報告
　　　　　　⑵ 令和８年度事業計画および予算審議
　　　　　　⑶ 役員改選
　　　　　　⑷ その他
４．懇親会／総会終了後、大学関係者を迎えて懇親会を開催
※但し、変更等が生じた場合はホームページに掲載または事務局にて対応致します。

第 43 回  母校を訪ねる会
開催日 / 令和８年（2026 年）10 月 25 日㈰
場　所 / 日本大学工学部 50 周年記念館を予定
対　象 / 第 14 回卒（昭和 41 年３月卒）　　第 44 回卒（平成８年３月卒）
　　  　 第 19 回卒（昭和 46 年３月卒）　　第 54 回卒・情報第 10 回卒（平成 18 年３月卒）
　　  　 第 24 回卒（昭和 51 年３月卒）　　第 64 回卒・情報第 20 回卒（平成 28 年３月卒）
　　  　 第 34 回卒（昭和 61 年３月卒）
　大きく発展・成長した母校をご覧いただき、恩師や旧友との再会に懐かしい一時をお過ごしください。この日
は第 76 回北桜祭も開催中です。
　なお、クラス会を予定されている幹事の方は校友会にご一報下さい。できる限り応援致します。
※対象学年の皆様には改めてご案内状を発送（8 月中旬予定）させていただきます。また、対象学年に関わらずご参加いただくこと

もできますので、ご希望の方は校友会にご連絡下さい。

住所変更について
転居、転職の際は校友会事務局までご一報をお願いします。「電話・FAX・
郵便・ホームページのお問い合わせフォーム」にて随時承っております。

写真部

大学写真部（石塚智也部長）の皆様より表紙・裏表 
紙の写真を提供していただきました。発行に際しご協 
力いただきましたすべての皆様に対し、校友会より感
謝申し上げます。

お問合せ
フォーム


